
       

 

 

【記入例】「退職所得の受給に関する申告書 兼 退職所得申告書」 
 

２ヵ所以上から退職金の支払いを受ける方で、共済会よりも先に他からの支払いを受けている場

合は、所定の「退職一時金・解約一時金請求書」の他、この申告書と、先に支払いがあった「退職

所得の源泉徴収票・特別徴収票」（写し可）を提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退職した年

を記入して

ください。

（年度では

ありませ

ん） 
12桁の個人番号

（マイナンバー）

を記入してくださ

い。 

 

Ｂ欄 

④退職した

年に共済会

より先に支

払いを受け

た「退職所

得の源泉徴

収票・特別

徴収票」よ

り記入して

ください。 

Ａ欄 

①退職日を

記入してく

ださい。 

②下記に該

当しない場

合は 

「一般」、

「無」 

※障害となっ

た事が直接起

因して退職し

た場合は、 

「障害」 

※その年の 1

月 1日現在で

生活保護法に

よる生活扶助

を受けている

場合は「有」 

Ａ欄 

③共済会の加入

日（日にちは全て

１日）と退職日を

記入してくださ

い。 

右欄は加入期間
（端数月は切上） 

Ｂ欄 

⑤「③」と「④」

の勤続期間で長い

方（重複していない
期間があれば加算す

る。）を記入して

ください。 

右欄はその通算期

間（端数月は切上） 

 

Ｅ欄 

先に支払いを

受けた全ての

退職手当の内

容を「退職所

得の源泉徴収

票・特別徴収

票」より記入

し、その写し

を添付してく

ださい。 

 

Ｒ４ 

公益財団法人 名古屋市中小企業共済会 

名古屋市千種区吹上二丁目６番３号 
４６４－０８５６ 

４ １ ８ ０ ０ ０ ５ ０ １ ４ ４ ８ ６ 

退職者(被共済者)の住所 

退職者(被共済者)の氏名 
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ 

６ 
現住所と同じなら「同上」 

Ｒ ４  ４  ３０ Ｒ ４    ４    ３０ 
Ｈ ９    ５     １ 

Ｈ ８   ４     １ 

Ｒ ４   ４    ３０ 
Ｒ ４    ４    ３０ 
Ｈ ８    ４     １ 

２５ 

２７ 

R４  ４  ３０ ２，０００，０００ ０ ０ ０ 
Ｂ欄④で記載した退職手当等の 

支払者の所在地、名称 R４ ４  ３０ 


